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明
治
、
初
期
氏
衆
に
お
け
る
天
文
観
と
天
人
唯

菅
野
八
、
郎
『
真
造
非
八
老
信
演
』

閥
岡
崎
国

は
じ
め
に

本
稿
は
菅
野
八
郎
(
一
八
一
三
〈
文
化
一

O
〉
1
一
八
八
八
〈
明
治
一
一
一
〉
)
に

よ
っ
て
一
八
八
二
(
明
治
一
五
)
年
に
執
筆
さ
れ
た
『
真
造
緋
八
老
信
演
』
の
分

析
を
元
に
し
て
、
明
治
初
期
の
民
衆
が
い
か
な
る
天
文
観
を
有
し
て
い
た
の
か
に
つ

い
て
考
察
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
彼
が
文
久
期
に
烏
伝
神
道
の
教
祖
で
あ

る
梅
辻
(
賀
茂
)
規
清
か
ら
受
容
し
た
、
陰
陽
説
と
天
人
唯
一
思
想
に
着
目
し
な
が

ら
分
析
を
行
う
。

彼
は
、
奥
州
伊
達
郡
金
原
田
村
出
身
の
百
姓
で
あ
り
な
が
ら
、
東
照
大
神
君
の
使

い
に
神
託
を
受
け
る
と
い
う
霊
夢
に
よ
っ
て
政
治
運
動
を
展
開
し
た
(
I
)
。
そ
う
し

た
動
き
が
幕
府
よ
り
危
険
視
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
安
政
の
大
獄
に
連
座
し
八
丈
島

へ
と
遠
流
と
な
っ
た
。
の
ち
に
帰
郷
す
る
が
、
一
八
六
六
(
慶
応
二
)
年
に
発
生
し

た
信
達
騒
動
の
頭
取
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、
同
時
代
の
人
々
か
ら
『
世
直
し
大
明

神
」
と
み
な
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
経
歴
に
加
え
、
明
治
期
に
は
ほ
と
ん
ど
著
作
を
残

し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
八
郎
に
関
す
る
従
来
の
研
究
(
2
)
は
嘉
永
か
ら
慶
応
の

一
思
想イフ

L、
て

青
野

誠

幕
末
期
の
分
析
に
集
中
し
て
お
り
、
明
治
期
へ
の
言
及
は
圧
倒
的
に
少
な
い
。
そ
こ

で
、
彼
の
晩
年
に
お
け
る
思
想
形
成
の
到
達
点
と
歴
史
的
位
置
を
よ
り
明
確
に
す
る

こ
と
が
本
稿
の
第
一
の
目
的
で
あ
る
。

ま
た
、
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
天
文
説
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
西
洋
天
文
説
と
、
須
弥
山
説
を
は
じ
め
と
す
る
旧
来
の
天
文
説
で
あ
る
。
前
者

は
は
じ
め
蘭
学
者
ら
に
よ
っ
て
広
め
ら
れ
、
明
治
期
に
は
広
く
承
認
さ
れ
た
。
後
者

は
西
洋
天
文
説
の
流
入
に
危
機
感
を
抱
い
た
人
々
仏
僧
な
ど
ー
に
よ
る
、
旧
来
の

世
界
観
を
守
る
た
め
の
対
抗
運
動
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
。
幕
末
維
新
期
と
は
、
主

体
と
し
て
の
人
間
が
自
ら
の
外
部
に
あ
る
客
体
的
自
然
を
認
識
し
て
い
る
と
い
う
世

界
観
と
、
人
聞
と
天
地
自
然
を
貫
〈
絶
対
的
な
「
理
」
の
存
在
を
認
め
る
世
界
観
の
、

二
つ
の
異
な
る
「
自
然
』
認
識
の
衝
突
と
融
合
の
時
代
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

天
文
観
に
関
す
る
先
行
研
究
の
多
く
は
一
部
の
知
識
人
間
の
論
争
に
着
目
し
て
な
さ

れ
て
き
た
(
之
が
、
民
衆
が
こ
う
し
た
天
文
諸
説
を
い
か
に
認
識
・
受
容
し
た
か
、

つ
ま
り
「
自
然
」
を
ど
う
認
識
し
、
「
自
然
」
に
相
対
す
る
自
己
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
こ
・
な
か
っ
た

(40
八
郎
の
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事
例
を
元
に
、
こ
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
第
二
の
目
的
で
あ
る
。

本
論
に
入
る
前
に
、
ま
ず
『
真
造
緋
八
老
信
演
』
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て
概

要
を
確
認
し
て
お
く
。
本
書
は
一
八
八
二
(
明
治
一
五
)
年
に
執
筆
さ
れ
た
。
原
本

は
不
明
だ
が
、
福
島
県
伊
達
市
に
て
個
人
臓
の
写
し
が
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
現
在
、
伊
達
市
保
原
歴
史
文
化
資
料
館
に
こ
の
写
し
を
模
写
し
た
も
の
が

保
存
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
底
本
と
し
た
。
末
尾
に
「
明
治
十
七
年
春
八

郎
寄
リ
写
置
者
伊
達
柱
田
柳
沼
長
五
郎
持
主
」
の
記
載
が
あ
る
。
全
七
二
帖

で
、
前
半
部
「
真
造
排
八
老
信
演
」
(
以
下
「
官
蓬
曹
と
表
記
)
で
は
天
文
の

「
真
理
」
と
「
造
理
」
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
(
二
八
帖
途
中
ま
で
)
、
後
半
部
「
夢

之
浮
言
」
で
は
八
郎
が
夢
で
見
た
物
語
と
し
て
、
「
開
化
」
の
名
の
も
と
に
利
己
主

義
的
な
政
治
を
行
う
明
治
政
府
に
対
す
る
批
判
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
伊
達

市
に
は
「
夢
之
浮
言
」
の
み
の
写
し
も
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
て
お
り
、
元
来

は
別
個
だ
っ
た
も
の
を
一
冊
に
ま
と
め
た
可
能
性
が
あ
る
ロ

本
書
に
言
及
し
た
研
究
は
い
く
つ
か
存
在
す
る
(
立
が
、
そ
れ
ら
は
「
夢
之
浮

き
の
分
析
に
重
き
を
置
い
て
お
り
、
「
真
造
警
に
関
し
て
の
分
析
は
十
分
と
は

言
い
難
い
。
よ
っ
て
本
稿
で
の
分
析
は
、
こ
の
前
半
部
を
中
心
に
行
う
。
そ
れ
に
よ

り
八
郎
が
な
に
を
根
拠
に
政
府
批
判
を
し
た
の
か
も
、
よ
り
明
ら
か
に
し
う
る
だ
ろ

・ηJロ

一
、
簡
説
に
対
す
る
八
郎
の
評
価

そ
も
そ
も
「
真
造
警
は
い
か
な
る
目
的
で
執
警
d

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
書

の
序
文
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
ロ

【考

S

抑
此
書
ハ
智
者
学
者
ノ
言
語
ヲ
聞
溜
、
私
老
ヲ
加
へ
、
虚
実
真
造
ヲ
探
目
、

是
レ
ヲ
緋
別
シ
テ
愚
ガ
一
生
涯
ノ
楽
ミ
ト
ス
。
其
事
物
数
多
ク
筆
紙
ニ
尽
シ
難

シ
ト
雄
モ
、
公
、
我
レ
ニ
紙
ヲ
与
へ
テ
書
キ
残
セ
ト
云
フ
。
愚
老
元
来
無
学
悪

筆
、
其
上
今
七
十
歳
ニ
シ
テ
眼
目
陰
口
、
星
明
日
ニ
似
テ
命
毛
ノ
落
着
処
ヲ
知

相

ga

手
探
日
書
ニ
千
ノ
一
ヲ
尤
ニ
記
ス
ハ
恥
ヲ
残
ス
ニ
似
タ
レ
ト
号
、
真

理
ヲ
吐
ニ
ハ
文
筆
ノ
拙
キ
ヲ
恥
ツ
ル
コ
ト
有
7

ジ
ト
、
漢
語
、
和
語
、
古
語
、

新
語
、
俗
語
、
国
ナ
7
旦
混
交
シ
、
唯
能
幼
童
ノ
胞
中
ニ
入
ル
事
ヲ
希
而
巴
。

(6)

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
八
郎
は
こ
れ
ま
で
見
聞
し
た
知
識
を
書
き
残
す
よ
う
に
請
わ
れ
、

世
間
の
『
智
者
学
者
」
の
「
虚
実
真
造
」
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
執
筆
し
た
と
い

う
。
「
公
」
が
誰
を
指
し
て
い
る
か
は
不
明
だ
が
、
「
幼
童
ノ
胞
中
一
一
入
ル
』
こ
と
を

意
図
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
同
書
を
含
む
八
郎
の
著
作
が
近
隣
住
民
の
所
蔵
品
と

し
て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
彼
に
近
し
い
周
囲
の
人
物
の
依
頼
を
受
け
て
、

人
々
を
啓
発
す
る
目
的
で
執
筆
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

問
書
は
天
文
諸
説
を
紹
介
し
た
上
で
、
そ
れ
に
対
す
る
自
身
の
見
解
を
述
べ
、
そ

れ
ら
を
踏
ま
え
て
自
身
の
天
文
観
を
論
じ
る
と
い
う
形
式
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
ま
ず
、
八
郎
が
諸
説
に
対
し
て
い
か
な
る
評
価
を
下
し
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
分
析
す
る
。
こ
れ
は
彼
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
賛
成
に
し
ろ
反

対
に
し
ろ
、
民
聞
社
会
に
い
か
な
る
天
文
知
識
が
普
及
し
て
い
た
の
か
を
測
る
一
つ

の
尺
度
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
諸
説
の
掲
載
順
は
同
書
掲
載
の
通
り
と

す
る
。

ラ
ズ
。

-2-

①
キ
リ
ス
ト
教
天
文
説

ま
ず
本
書
で
一
言
及
が
な
さ
れ
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
天
文
説
で
あ
る
。
か
つ
て
八

郎
は
、
一
八
六
二
(
文
久
二
)
年
の
家
族
へ
の
書
簡
(
7
)
の
な
か
で
、
キ
リ
ス
ト
教

は
「
南
蛮
」
が
「
日
本
を
奪
取
ん
」
と
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
言
葉
巧
み
に

「
諸
人
の
心
を
惑
」
す
も
の
だ
と
危
険
視
し
て
い
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
以
下
の
記

述
を
考
察
し
た
い
。

倍
先
ツ
一
説
ニ
、
テ
ウ
ス
ト
申
シ
奉
ル
仏
ア
リ
テ
天
地
未
タ
開
ケ
ザ
ル
ヲ
天
地

ト
分
ケ
玉
ヒ
、
夫
レ
ヨ
日
目
】
輪
ヲ
排
ヒ
、
世
界
ヲ
明
ニ
ス
ト
云
フ
ロ
私
-
一
云

ヤ

ν

フ
。
是
等
ハ
耶
蘇
ノ
仏
一
法
方
便
説
ニ
シ
テ
、
其
尽
関
見
ス
ル
則
ハ
取
ニ
足
ラ
ザ
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ル
論
ナ
レ
ド
モ
、
其
道
ニ
入
深
考
ア
ラ
ハ
、
真
理
ニ
可
フ
コ
ト
有
ル
へ
キ
ナ
レ

共
、
我
其
道
ニ
入
ラ
ザ
レ
パ
知
ラ
ズ
。
故
ニ
方
便
説
ト
シ
テ
楽
シ
マ
ズ
。

こ
こ
で
は
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
天
地
創
造
に
言
及
さ
れ
、
「
テ
ウ
ス
」
に
よ
っ

て
太
陽
が
創
り
出
さ
れ
た
と
い
う
説
が
紹
介
さ
れ
た
う
え
で
、
こ
れ
は
「
方
便
説
」

に
し
て
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
だ
と
さ
れ
る
。
し
か
し
注
目
す
べ
き
は
、
「
其
道
ニ

入
深
考
ア
ラ
ハ
、
真
理
ニ
可
フ
」
こ
と
も
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
ロ
つ
ま

り
、
自
身
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
な
い
た
め
そ
う
し
た
天
文
観
を
受
容
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
信
者
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
「
真
理
』
だ
と
一
定
の
理
解
を
示
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
時
点
で
キ
リ
ス
ト
教
自
体
を
全
面
否
定
し
て
い
る
の
で
は

な
しさ

ら
に
別
の
箇
所
で
は
、
天
地
の
論
に
は
い
ず
れ
も
『
理
」
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら

は
『
真
理
」
や
「
造
理
」
な
ど
様
々
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
甘
味
」
と
言
っ
て
も
、

「
砂
糖
ノ
甘
味
」
と
「
カ
ン
ザ
ウ

(
H
甘
草
青
野
註
)
ノ
甘
味
」
は
異
な
る
の
と

同
じ
こ
と
だ
と
説
明
が
な
さ
れ
る
。
彼
は
こ
こ
で
様
々
な
「
理
」
の
存
在
を
容
認
す

る
一
方
で
、
「
真
理
」
の
存
在
を
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

②
望
遠
鏡
の
税

続
い
て
望
遠
鏡
の
観
測
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
説
に
言
及
さ
れ
る
。

望
遠
鏡
ノ
説
、
月
星
ト
モ
悉
タ
世
界
ナ
リ
。
月
ノ
世
界
ハ
近
キ
ユ
ヘ
ニ
山
海
ト

モ
明
ラ
カ
ニ
見
へ
、
月
界
冬
ニ
至
レ
ハ
山
々
ニ
雪
ノ
積
リ
シ
、
近
能
見
ユ
ル
ナ

リ
。
星
界
ハ
遠
キ
ユ
エ
山
海
ノ
有
様
ハ
見
定
メ
難
シ
ト
雄
、
肉
眼
ニ
テ
月
ヲ
見

ル
如
ク
星
中
ニ
種
々
ノ
曇
リ
ア
リ
。
此
雲
リ
ハ
陸
地
ニ
シ
テ
光
ル
処
ハ
海
ナ
リ
。

月
界
ニ
同
ジ
ロ
亦
【
周
輪
ヲ
見
ル
ニ
火
炎
士
え
立
昇
ル
、
一
ツ
ノ
大
丸
ナ
リ

ト
云
云
。

私
壬
一
ぺ
是
真
理
ニ
シ
テ
、
歳
経
ル
ト
モ
変
ズ
ル
事
有
マ
ジ
。
往
古
ハ
器
ナ
キ

ユ
ヘ
、
月
星
ノ
実
体
ヲ
知
一
フ
ザ
日
シ
シ
ガ
、
初
メ
テ
望
遠
鏡
ノ
説
ニ
寄
リ
テ
天

地
ノ
有
様
ヲ
明
悟
シ
テ
大
悦
ι

月
も
星
も
、
地
球
と
同
様
の
「
理
」
を
有
す
る
「
世
界
」
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
、

両
者
と
も
に
陸
と
海
(8)
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

観
測
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
「
天
地
ノ
有
様
」
こ
そ
が
『
真
理
」
で
あ
り
、
古
く
は
そ

れ
を
確
か
め
る
術
が
な
か
っ
た
が
、
望
遠
鏡
の
出
現
に
よ
っ
て
こ
れ
が
明
ら
か
に
な

っ
た
の
だ
と
説
明
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
一
見
、
八
郎
は
望
遠
鏡
に
よ
る
天
体
観
測
の
結
果
か
ら
「
真
理
」
を
導

き
出
す
と
い
う
帰
納
的
な
立
場
に
立
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
ロ
か
つ
て
庄
司
吉
之

助
は
、
望
遠
鏡
へ
の
言
及
を
「
自
然
科
学
的
な
知
識
を
媒
介
と
し
た
八
郎
の
真
理
を

追
究
す
る
精
神
」
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
た
(9)
。
し
か
し
八
郎
が
有
し
て
い
た
望

遠
鏡
に
関
す
る
説
は
一
つ
で
は
な
か
っ
た
。

③
『
星
学
図
説
』
に
お
け
る
大
干
星
鎮
の
説

次
に
言
及
さ
れ
る
の
は
『
星
学
図
説
』
(
刊
)
で
あ
る
ロ
同
書
は
旗
本
・
神
間
孝
平

(
一
八
三
O
〈
天
保
元
〉

1
一
八
九
八
〈
明
治
三
一
〉
)
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
、
一
八

七
一
(
明
治
四
)
年
、
東
京
紀
伊
国
屋
源
兵
衛
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
序
に

よ
れ
ば
「
此
書
ノ
原
本
ハ
「
イ
ル
り
ユ
ス
ト
レ

l
テ
ッ
ト
・
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
イ
(H)
」

ス
ミ
ッ
ト

ト
題
シ
米
国
学
士
士
覚
土
ト
云
人
、
小
学
校
教
導
ノ
為
ニ
著
シ
テ
去
ル
慶
応
三
年
ニ

刊
行
セ
ル
者
ナ
目
。
」
「
此
書
ノ
主
意
専
ラ
翌
干
ノ
士
ニ
星
学
ノ
大
綱
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル

ニ
在
日
』
と
あ
り
、
初
学
者
向
け
に
天
文
学
の
基
礎
的
知
識
に
つ
い
て
問
答
形
式
で

記
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
星
学
図
説
』
の
な
か
で
特
に
八
郎
が
言
及
す
る
の
は
、
「
大
千
里
鏡
」
す
な
わ
ち

引
き
続
き
望
遠
鏡
に
よ
る
観
測
に
つ
い
て
で
あ
る
ロ

星
学
図
説
ニ
目
、
今
、
大
千
里
鏡
ヲ
以
テ
天
ヲ
見
ル
ニ
、
月
星
共
世
界
ナ
レ
ト

モ
、
月
界
ハ
海
ナ
シ
。
故
エ
我
地
球
ノ
如
キ
人
間
ハ
生
シ
有
マ
シ
ロ
亦
、
星
中

一
一
色
々
ノ
曇
リ
ア
リ
。

J

肘
】
輪
ハ
光
気
ニ
シ
テ
中
心
ハ
黒
班
ナ
リ
。
是
レ
ヲ
図
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シ
テ
目
、
光
気
対

v

陽
ノ
実
体
ヲ
包
ム
。
光
気
ノ
切
開
ア
リ
テ
、
中
心
見
ユ
ル

表
面
ニ
モ
黒
斑
ア
リ
ト
云
云
。

私
ニ
云
。
昔
ノ
望
遠
鏡
モ
今
ノ
大
千
里
鏡
モ
遠
キ
ヲ
見
ル
ノ
器
械
ニ
テ
、
ニ
ツ

ハ
有
マ
シ
。
然
レ
ト
モ
見
ル
人
ノ
心
カ
ニ
強
弱
ア
リ
。
亦
、
眼
力
ノ
強
弱
ア
H

テ
大
ニ
違
フ
ナ
リ
。
月
星
ト
モ
世
界
ナ
ロ
ト
見
定
メ
タ
ル
ハ
両
説
違
ハ
ス
ト
雄

モ
、
大
千
里
鏡
ヲ
見
タ
ル
人
ハ
月
ニ
水
ナ
シ
ト
云
。
甚
ヂ
理
ニ
違
へ
り
ロ
月
ハ

元
来
光
日
ナ
夕
、
日
ノ
光
リ
受
テ
輝
ク
モ
ノ
ナ
リ
。
水
ナ
タ
シ
テ
何
ニ
央

p
テ

光
目
ヲ
為
サ
ン
ヤ
。
必
ズ
是
レ
ハ
心
力
眼
力
弱
キ
人
ノ
見
誤
リ
ナ
リ
。
猶
亦
、

士
口
人
ノ
目
、
月
ハ
水
ノ
玉
、
日
ハ
火
ノ
玉
ナ
リ
。
鏡
エ
央
ツ
セ
パ
忽
チ
物
ニ
火

燃
イ
付
、
月
ヲ
央
セ
パ
水
滴
タ
ル
。
水
火
ノ
証
是
ナ
リ
ト
云
云
。
亦
、
光
気

対
v

陽
ノ
実
体
ヲ
包
ム
ト
書
シ
モ
誤
日
ナ
リ
。
尤
、
光
気
ハ
火
炎
ノ
d

埼
ナ
レ

パ
、
理
ハ
遇
ル
ナ
レ
ト
モ
真
理
ニ
遠
シ
ロ
其
ハ
如
何
ン
ト
云
フ
ニ
、
日
輪
ハ

凝
り
ニ
凝
ツ
タ
ル
火
炎
ニ
シ
テ
、
近
寄
ル
モ
ノ
ハ
忽
チ
灰
ト
ナ
ル
へ
シ
。
夫
レ

ヲ
何
ソ
ヤ
光
気
ト
ハ
心
得
難
シ
ロ
世
界
明
々
タ
ル
ヲ
光
気
ト
云
フ
ベ
シ
。
尤
、

日
ノ
中
心
黒
班
ナ
リ
ト
云
ハ
面
白
シ
。
黒
キ
ハ
則
チ
陰
物
ナ
リ
。
陰
ニ
ア
ラ
ザ

レ
パ
陽
止
ル
コ
ト
ナ
シ
。
然
レ
ト
モ
其
中
心
、
光
気
ノ
切
レ
間
ヨ
リ
見
夕
日
ト

云
モ
不
思
議
ナ
リ
。
日
ハ
車
輪
ノ
知
ク
自
転
ス
ル
ハ
肉
眼
ニ
テ
モ
能
ク
見
ユ
ル

モ
ノ
ナ
リ
。
十
方
へ
火
炎
立
昇
ル
モ
ノ
車
ノ
軸
ノ
如
ク
自
転
ス
ル
ニ
、
炎
ノ
切

開
有
ル
ベ
キ
ヨ
ウ
ナ
シ
。
是
レ
モ
必
ズ
心
力
限
カ
ノ
弱
キ
人
、
日
夕
ロ
メ
キ
見

定
メ
難
キ
ヨ
リ
ケ
様
ノ
書
誤

p
ヲ
書
出
シ
テ
、
多
ク
ノ
人
ヲ
惑
ス
ナ
リ
。
由
テ

是
レ
等
ハ
惑
説
ニ
シ
テ
真
理
ニ
ア
ラ
ズ
。

『
星
学
図
説
』
に
よ
れ
ば
、
月
や
昼
は
「
世
界
」
で
あ
る
が
、
月
に
は
海
は
存
在

せ
ず
、
ゆ
え
に
人
聞
は
生
じ
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
太
陽
は
中
心
が
黒
斑
で
あ
り
、

そ
れ
を
「
光
気
」
が
包
ん
で
い
る
の
だ
と
記
述
さ
れ
て
い
る
ロ
こ
こ
で
は
先
に
見
た

②
の
望
遠
鏡
の
説
が
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
八
郎
は
、
異
な
る
こ
説
が
存
在
す
る
理
由
を
観
測
者
の
「
心
力
」

「
眼
力
」
の
強
弱
の
差
異
に
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
八
郎
が
支
持
す
る
の
は
②
の
望

遠
鏡
の
説
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
月
は
太
陽
光
を
受
け
て
光
っ
て
見
え
る
の
で
あ
り
、

水
が
な
け
れ
ば
反
射
せ
ず
光
っ
て
見
え
な
い
は
ず
だ
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
古
来
か

ら
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
月
は
水
の
玉
ゆ
え
に
鏡
を
通
せ
ば
水
を
生
じ
、
太
陽
は

火
の
玉
ゆ
え
に
鏡
を
通
せ
ば
火
を
生
じ
る
(
ロ
)
と
い
う
点
に
望
遠
鏡
の
説
の
根
拠
を

求
め
て
い
る
。

ま
た
、
太
陽
の
中
心
は
黒
斑
で
あ
り
そ
れ
を
「
光
気
』
が
包
ん
で
い
る
と
い
う
説

は
、
「
理
ハ
通
ル
」
が
「
真
理
」
で
は
な
い
と
い
う
。
太
陽
と
は
「
凝
り
ニ
凝
ツ
タ

ル
火
炎
」
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
が
光
を
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

十
方
へ
火
炎
を
吹
き
出
し
な
が
ら
「
車
ノ
軸
ノ
如
ク
自
転
ス
ル
」
の
で
あ
り
、
炎
に

切
れ
聞
が
生
じ
る
は
ず
は
な
く
内
部
が
見
え
る
は
ず
が
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は

「
惑
説
」
だ
と
批
判
が
加
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
八
郎
は
こ
の
③
の
説
を
全
面
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で

「
理
ハ
通
ル
」
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
光
気
」
は
火
炎
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
し
て
黒
色
と
は
す
な
わ
ち
陰
物
で
あ
っ
て
、
陰
物
が
な
け
れ
ば
鳴
か
生
じ
る
こ
と

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
八
郎
に
と
っ
て
「
真
理
」
か
否
か
の
判
断
基
準
は
陰

陽
説
に
拠
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

彼
は
続
け
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

古
人
未
タ
明
器
ヲ
得
ザ
レ
ハ
、
三
光
ノ
実
体
知
ラ
ザ
レ
ト
モ
月
ハ
水
ノ
玉
、
日

ハ
火
ノ
玉
ト
見
定
メ
タ
ル
ハ
、
心
力
眼
力
ノ
強
キ
ユ
へ
真
理
ニ
可
フ
。
ム
ス
大

千
里
鏡
ト
云
、
明
器
ヲ
得
ナ
ガ
ラ
月
ヲ
土
玉
ト
見
テ
ハ
昔
ノ
普
ニ
猶
及
パ
ス
。

然
ル
ヲ
真
事
ト
思
ヒ
、
流
行
ス
ル
世
ノ
中
ト
成
果
シ
ハ
、
人
気
表
ヒ
タ
ル
ノ
証

ナ
リ
。
故
ニ
天
動
ノ
真
事
ヲ
用
井
ズ
、
地
動
ノ
造
理
ヲ
用
井
テ
多
ク
人
ヲ
惑
シ
、

其
上
、
釈
迦
ノ
偽
日
者
孔
子
ノ
一
《

rh争
杯
ト
誹
誇
ス
ル
由
、
誠
エ
勿
体
ナ
キ

悪
口
ナ
リ
。
亦
云
、
日
輪
ハ
世
界
ヲ
照
ラ
ス
器
械
ナ
レ
ハ
尊
敬
ス
ル
コ
ト
ナ
シ

杯
ト
云
者
モ
有
ル
。
由
r
fげ
が
-
一
口
ア
レ
ハ
迫
何
事
ヲ
云
ゾ
ャ
。
釈
迦
ヤ
孔
子
ハ
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昔
ノ
大
聖
ニ
シ
テ
、
今
時
ノ
ヘ
ロ
FIt-学
者
ノ
類
ニ
ア
ラ
ズ
。
信
実
心
ヲ
本

ト
シ
テ
人
道
ヲ
建
立
シ
、
下
愚
ナ
ル
我
等
如
キ
迄
、
代
々
安
楽
ニ
暮
シ
来
ル
モ

【
幽

m

a

R

"

と

鉾

7

へ
ズ
。
勿
論
日
一
論
…
有
レ
パ
コ
ソ
万
物
ア
リ
ロ
其
身
モ
ア
ル
ニ
ア
ラ
ズ

ク
ラ

ヤ
。
然
ル
=
右
ノ
如
ク
ロ
カ
ラ
出
次
第
ヲ
云
散
シ
、
人
気
ヲ
惑
シ
世
ヲ
晦
7

ス

者
ハ
必
魔
ノ
者
ニ
テ
、
皇
国
ヲ
魔
国
ニ
為
ン
ト
企
ハ
タ
テ
シ
者
ナ
ラ
ン
。

古
人
は
天
体
観
測
を
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
て
も
「
心
力
」
や
「
眼
力
」
が

強
か
っ
た
ゆ
え
に
「
真
理
」
を
知
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
大
千
里
鏡
と
い
う

技
術
を
持
ち
な
が
ら
そ
れ
を
理
解
で
き
な
い
の
は
、
『
人
気
衰
ヒ
タ
ル
ノ
証
」
だ
と

い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
地
動
説
と
い
う
「
造
理
」
が
流
布
す
る
の
だ
と
主
張

さ
れ
る
。
ま
た
こ
こ
で
は
太
陽
を
単
な
る
「
世
界
ヲ
照
ラ
ス
器
械
」
と
み
な
す
こ
と

に
強
い
抵
抗
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
八
郎
に
と
っ
て
「
真
理
」
と
は
陰
陽
説
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、

演
縛
的
に
導
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
れ
に
適
合
し
な
い
も
の
は
「
心

力
」
「
眼
力
」
が
劣
っ
た
人
が
唱
え
る
「
造
理
」
に
過
ぎ
な
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

④
仏
教
天
文
脱

さ
ら
に
八
郎
は
「
釈
氏
」
の
説
、
す
な
わ
ち
仏
教
天
文
説
を
取
り
上
げ
る
。

ク
ミ
セ
シ

釈
氏
ノ
目
、
天
地
ヲ
須
弥
山
ト
号
ケ
、
三
十
三
天
迄
各
付
目
、
月
、
星
、
此
山

ノ
腰
ヲ
旋
目
玉
フ
ト
ア
ツ
テ
、
其
山
ノ
図
ハ
元
末
太
ク
中
細
シ
ト
云
云
。
私
ニ

云
。
是
方
便
説
ナ
レ
共
真
理
ニ
可
フ
。
天
地
ノ
実
体
ハ
円
形
ナ
リ
。
北
極
ヲ
頭

ト
シ
テ
見
ル
則
ハ
、
中
太
ク
シ
テ
元
ス
ヘ
細
キ
形
也
。
其
腰
ヲ
日
、
月
、
星
旋

ル
ナ
リ
。
中
ノ
太
キ
モ
中
ノ
細
キ
モ
算
盤
面
ハ
同
ジ
ナ
リ
。
釈
迦
ハ
信
実
厚
夕
、

万
人
ノ
苦
シ
ミ
ヲ
助
ケ
ン
ト
日
夜
心
力
ヲ
尽
シ
、
女
、
童
迄
善
道
へ
導
ク
ニ
ハ

方
使
説
ニ
ア
ラ
ザ
レ
パ
可
ハ
ジ
ト
、
万
事
真
理
ハ
内
ニ
含
ミ
、
方
便
説
ヲ
表
ト

シ
女
、
童
ニ
安
心
サ
セ
ン
ト
ノ
テ
ダ
テ
ナ
リ
。

須
弥
山
説
は
「
方
便
説
」
で
あ
り
な
が
ら
も
あ
る
意
味
で
「
真
理
」
で
あ
る
と
す

る
。
こ
れ
は
先
に
見
た
キ
リ
ス
ト
教
と
同
様
の
評
価
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い

て
、
よ
り
詳
細
に
説
明
か
な
さ
れ
て
い
る
。
須
弥
山
説
は
、
天
界
と
金
輪
を
結
ぶ
あ

い
だ
に
須
弥
山
が
あ
り
、
そ
の
中
腹
を
太
陽
と
月
が
廻
る
と
い
う
説
で
あ
る
a

こ
う

し
た
説
は
民
聞
社
会
に
お
い
て
も
広
く
普
及
し
て
い
た
(
辺
。
八
郎
は
「
天
地
ノ
実

体
ハ
円
形
」
で
あ
る
が
、
須
弥
山
説
は
北
極
か
ら
見
た
場
合
、
北
極
圏
は
細
く
、
赤

道
付
近
は
太
く
見
え
、
さ
ら
に
そ
の
周
辺
を
太
陽
、
月
、
星
が
周
綻
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
誤
り
で
は
な

く
、
釈
迦
が
「
女
、
童
ニ
安
心
サ
セ
ン
」
た
め
に
意
図
的
に
用
い
た
『
方
便
説
」
で

あ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
〔
日
。

こ
の
後
の
部
分
で
は
地
獄
や
極
楽
の
説
を
挙
げ
て
お
り
、
須
弥
山
説
も
こ
れ
ら
と

同
じ
く
、
人
々
に
、
裟
婆
を
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
「
孝
」
や
「
正
直
」
を
実
行
さ

せ
る
た
め
の
「
方
便
」
な
の
だ
と
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
ロ
八
郎
に
と
っ
て
の
「
真

理
」
が
地
球
天
動
説
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。

さ
ら
に
八
郎
は
こ
う
し
た
仏
教
天
文
説
の
一
っ
と
し
て
党
暦
に
言
及
し
、
佐
田
介

石
(
一
八
一
八
〈
文
政
元
〉

1
一
八
八
二
〈
明
治
一
五
〉
)
の
説
を
取
り
上
げ
る
。

彼
は
肥
低
園
出
身
の
真
宗
本
願
寺
派
の
僧
侶
で
あ
り
、
学
問
修
行
の
た
め
京
都
の
学

林
に
上
っ
た
際
に
、
天
龍
寺
の
僧
侶
・
環
中
(
一
七
九

O
〈
寛
政
二
〉

i
一
八
五
九

〈
安
政
六
〉
)
の
下
で
天
文
学
・
易
学
を
学
ぶ
機
会
を
得
た
。
『
視
実
等
象
儀
詳
説
』

(
一
八
八
O
〈
明
治
二
ニ
〉
年
)
を
は
じ
め
天
文
学
に
関
す
る
書
籍
を
多
数
執
筆
し
、

党
暦
運
翫
の
中
心
を
担
っ
た
。
一
方
で
明
治
期
に
は
「
ラ
ン
プ
亡
国
論
」
の
名
で
知

ら
れ
る
舶
来
品
排
斥
運
動
を
展
開
し
、
積
極
的
に
建
白
・
結
社
な
ど
政
治
運
動
を
展

開
し
た
(
日
)
。
そ
う
し
た
行
動
が
、
当
時
の
新
聞
な
ど
に
も
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
八
郎
が
こ
こ
で
発
暦
の
代
表
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
だ
と

推
察
で
き
る
。

佐
田
先
生
ノ
目
、
昔
ヨ
ロ
天
地
ノ
論
多
ク
シ
テ
、
大
ア
リ
。
小
ア
目
。
円
キ
ア
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日
。
楠
ツ
ア
日
。
天
動
法
ア
目
。
地
動
法
ア
リ
。
説
々
多
キ
其
中
ニ
地
動
法
ハ

取
ル
ニ
足
ラ
ズ
ロ
実
ハ
天
平
地
平
ニ
シ
テ
地
ノ
動
カ
ザ
ル
ハ
神
曲
ノ
法
ナ
リ
。

ゾ
タ

亦
視
実
ノ
両
像
ア
リ
ロ
暦
家
片
時
モ
忘
ル
ベ
カ
一
フ
ズ
。
日
、
月
、
星
ノ
旋
ハ
平

天
ニ
シ
テ
、
遠
天
ニ
旋
転
ス
ル
時
肉
眼
届
カ
ズ
。
地
下
へ
入
ル
ト
見
ル
ハ
間
違

ナ
リ
ロ
是
則
チ
視
高
低
ノ
為
ス
ト
コ
ロ
ナ
リ
ト
云
云
。

私
ニ
云
。
地
ノ
不
動
ト
云
ハ
真
理
ナ
レ
ト
モ
、
天
平
地
平
ハ
造
理
也
。
其
レ
ハ

向
白
書
》

何
故
ト
云
ニ
、
月
輪
遠
天
ニ
行
シ
ヲ
地
ニ
入
ル
ト
見
ル
ハ
視
高
低
ノ
為
ス
処

ナ
リ
ト
雄
、
是
レ
カ
実
ナ
レ
ハ
朝
ニ
ハ
日
輪
小
サ
タ
見
へ
、
次
第
々
々
ニ
大
キ

ク
見
へ
、
亦
入
日
ニ
モ
其
如
ク
遠
ク
ナ
ル
ニ
随
ヒ
、
次
第
々
々
ニ
小
サ
ク
ナ
ロ

星
ヨ
リ
モ
猶
少
】
サ
ク
見
へ
テ
、
終
ニ
夜
ト
ナ
ル
ヘ
キ
定
理
ナ
ル
ニ
反
テ
、
日

ノ
出
日
入
ニ
ハ
大
キ
ク
見
ユ
ル
ナ
リ
。
此
所
ヲ
以
テ
深
考
ス
ル
ニ
、
地
下
へ
入

ル
ガ
真
実
ナ
リ
。
猶
又
視
大
小
ノ
言
葉
ニ
モ
反
セ
リ
故
宍
天
平
地
平
ノ
論
、

造
理
ナ
ル
コ
ト
目
前
ナ
レ
ハ
我
レ
ハ
楽
ミ
ト
セ
ズ
。

こ
こ
で
説
か
れ
る
介
石
の
説
こ
そ
、
視
実
等
象
論
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
概
略
す
れ
ば
、
人
々
が
肉
眼
で
視
て
い
る
の
は
ド
l
ム
状
の
天
空
(
視
象
天
)

で
あ
っ
て
、
そ
の
は
る
か
上
空
に
実
際
の
天
空
(
実
象
天
)
が
存
在
し
て
お
り
、
天

体
の
動
き
を
見
る
と
地
球
地
動
説
が
正
し
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、
そ
れ
は
見
か
け
上

の
錯
覚
に
渇
き
ず
、
実
際
は
須
弥
山
を
中
心
と
す
る
円
盤
状
の
世
界
な
の
だ
と
い
う

地
平
天
動
説
で
あ
る
(
話
。
視
実
等
象
論
は
、
西
洋
天
文
学
に
対
し
て
護
法
意
識
の

も
と
に
地
平
天
動
説
を
正
当
化
す
る
た
め
、
可
能
な
限
り
合
理
的
説
明
を
試
み
た
結

果
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
す
で
に
当
時
に
お
い
て
も
各
方
面
か
ら
様

々
な
批
判
が
加
え
ら
れ
た
(
ロ
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
八
郎
は
、
視
実
等
象
論
に
基
づ
け
ば
、
日
の
出
、
正
中
、
日
の
入

り
で
太
陽
の
大
き
さ
が
変
化
し
て
み
え
る
は
ず
だ
と
指
摘
し
(
砂
、
改
め
て
「
地
ノ

不
動
ト
云
ハ
真
理
ナ
レ
ド
モ
、
天
平
地
平
ハ
造
理
也
」
だ
と
地
球
天
動
説
を
主
張
す

る
の
で
あ
る
。
八
郎
は
こ
こ
で
地
平
説
に
関
し
て
は
自
ら
の
生
活
経
験
を
交
え
て
批

判
を
加
え
る
も
の
の
、
「
地
ノ
不
動
」
説
に
関
し
て
は
な
ん
ら
言
及
す
る
こ
と
な
く

「
真
理
」
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
八
郎
に
と
っ
て
は
地
球

天
動
説
こ
そ
が
「
真
理
」
と
い
う
前
提
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
沿
わ

な
い
も
の
に
批
判
を
加
え
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
結
論
こ
そ
違
え
ど
、
人

間
の
認
識
能
力
を
超
え
た
l
視
実
等
象
論
や
陰
陽
説
に
基
づ
く

I
「
真
理
」
の
存
在

を
信
じ
、
演
緯
的
に
自
説
の
正
当
性
を
主
張
す
る
点
に
お
い
て
、
介
石
と
八
郎
の
世

界
認
識
に
対
す
る
姿
勢
は
、
異
な
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

るて
。お次

りに
、挙

民げ
聞ら
社れ
会て

おる
いの
では
も「
つ暦
と寄

主ミ
近あ
なる
天。

文暦
説書
のは
ー農
つ耕
で生
あ活
っと

E事
い着
えし

古
人
ノ
顕
シ
タ
ル
暦
書
其
品
多
シ
ト
雄
モ
、
何
レ
モ
天
地
円
形
ニ
テ
地
ヲ
中
ト

シ
テ
、
目
、
月
、
星
旋
転
ス
ト
云
云
ア
リ
。

私
ニ
日
夕
、
是
真
理
ナ
レ
ハ
歳
世
経
ル
ト
モ
比
理
消
失
有
ル
ヘ
カ
ラ
ズ
。
然
レ

• 

ト
モ
皆
暦
道
ナ
レ
ハ
、
其
委
細
ニ
至
ツ
テ
ハ
目
、
月
、
星
ノ
大
小
、
高
低
、
旋

チ

シ

ズ

イ

転
遅
疾
ノ
委
論
而
巴
ニ
テ
、
暦
家
ニ
ア
ラ
サ
レ
パ
楽
ミ
薄
キ
ガ
故
ニ
不
記
-
然

レ
ト
モ
何
レ
モ
古
書
ハ
真
理
ナ
。

暦
書
は
古
来
よ
り
様
々
な
種
類
が
あ
る
(
診
が
、
そ
れ
ら
は
委
細
に
至
っ
て
差
異

は
あ
れ
ど
も
、
地
球
天
動
説
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が

「
真
理
」
で
あ
り
、
「
此
理
消
失
有
ル
へ
カ
ラ
ズ
」
だ
と
主
張
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
諸
説
と
比
べ
て
、
な
ん
と
も
簡
潔
な
言
及
で
あ
る
。
そ
れ
は

自
説
と
一
致
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
自
説
に
反
す
る
説
に
対
し
て
は
そ

の
矛
盾
を
糾
弾
す
る
が
、
適
合
す
る
も
の
に
関
し
て
は
無
条
件
に
自
説
の
正
当
性
を

根
拠
づ
け
る
も
の
と
し
て
活
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
八
郎
に
と
っ
て

「
真
理
」
と
は
帰
納
的
に
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
前
提
と
し
て
存
在
し
た
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も
の
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑥
日
本
書
紀
説

最
後
に
『
日
本
書
紀
』
に
見
ら
れ
る
天
地
開
隅
説
へ
の
言
及
に
つ
い
て
確
認
し
て

お
き
た
い
。

古
人
ノ
目
、
天
地
米
関
時
、
海
々
ト
シ
テ
鶏
ノ
卵
ノ
如
シ
。
既
ニ
気
サ
シ
ヲ
含

ス
属

メ
リ
。
軽
ク
光
リ
有
物
薄
騨
テ
天
ト
成
日
。
重
ク
濁
レ
ル
物
沈
デ
地
ト
成
ル
。

其
中
ニ
一
物
ア
リ
ト
云
云
。

私
壬
一
品
。
是
天
動
ノ
法
也
。
薄
廓
ハ
飛
動
ノ
理
ナ
レ
パ
真
理
ト
シ
テ
楽
ム
ナ
目
。

こ
こ
で
は
よ
り
明
確
に
「
真
理
」
の
前
提
性
が
見
て
取
れ
る
。
『
日
本
書
紀
』
の

天
地
開
聞
説
に
よ
れ
ば
、
天
地
未
聞
の
時
に
、
「
軽
ク
光
日
有
物
』
と
『
重
タ
濁
レ

ル
物
」
が
二
分
化
し
て
世
界
が
で
き
た
。
そ
の
際
に
「
軽
ク
光
リ
有
物
」
は
「
薄
膜

テ
天
ト
成
」
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
来
、
天
と
は
動
く
こ
と
こ
そ

が
「
理
」
な
の
で
あ
る
か
ら
天
動
説
こ
そ
が
「
真
理
」
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
諸
説
の
な
か
で
八
郎
が
肯
定
し
て
い
る
の
は
、
②
望
遠
鏡
の

説
、
⑤
暦
書
説
、
⑥
日
本
書
紀
説
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
で
に
見
た
よ
う
に
す
べ
て

陰
陽
説
に
基
づ
い
た
地
球
天
動
説
で
あ
っ
た
。
こ
の
説
に
適
合
す
る
も
の
は
「
楽

ミ
」
と
い
う
表
現
を
も
っ
て
肯
定
さ
れ
、
相
反
す
る
も
の
は
否
定
さ
れ
た
(
怨
。
こ

う
し
た
八
郎
の
主
張
は
、
福
津
諭
吉
が
「
陰
陽
五
行
の
惑
溺
」
(
引
)
と
批
判
し
た
よ

う
に
牽
強
付
会
に
映
り
か
ね
な
い
。

時
代
背
景
を
考
え
れ
ば
、
一
八
七
二
(
明
治
五
)
年
の
学
制
発
布
に
伴
い
、
地
動

説
が
説
か
れ
た
福
湾
諭
吉
『
訓
蒙
窮
理
図
置
や
片
山
淳
吉
『
物
理
階
芭
が
小
学

校
の
教
科
書
に
用
い
ら
れ
て
い
る
時
期
で
あ
る
。
八
郎
が
同
書
を
執
筆
し
た
段
階
に

お
い
て
、
天
動
説
を
唱
え
る
こ
と
は
、
決
し
て
一
般
的
な
行
為
で
は
な
か
っ
た
(
召
。

し
か
し
彼
は
、
決
し
て
無
知
ゆ
え
に
天
動
説
を
支
持
す
る
の
で
は
な
い
ロ

こ
こ
ま
で

が見
らで
もき
、た

あよ
くう
まに
で
世キ
界日
観ス
とト
し教
てや
は西
天洋
動天
説文

面言
執も

主主
宅喜
あの
る知
。識

を
有
し
な

二
、
八
郎
の
天
文
観

そ
れ
で
は
、
な
に
ゆ
え
彼
は
頑
な
に
天
動
説
を
主
張
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も

そ
も
人
々
を
啓
発
す
る
上
で
、
な
ぜ
天
文
説
の
「
真
理
」
を
論
じ
る
必
要
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
の
一
端
を
次
の
記
述
か
ら
窺
つ
こ
と
が
で
き
る
。

去
レ
ハ
世
界
第
一
ノ
高
論
ハ
天
地
ノ
論
ナ
リ
。
其
真
理
ヲ
知
ラ
ザ
レ
ハ
我
ガ
身

a
m
S】

体
ヲ
知
ル
コ
ト
能
ハ
ス
ロ
故
ニ
天
地
持
ニ
日
、
天
地
ヲ
知
ラ
ザ
ル
者
ハ
人
間

露

ε

ニ
似
テ
人
間
ニ
有
ラ
ズ
ト
云
云
。
実
ナ
ル
哉
。
我
身
知
ラ
ズ
ヲ
俗
ニ
馬
廉
ト

云
。
釈
迦
ハ
是
レ
ヲ
地
獄
ト
号
ケ
、
孔
子
ハ
下
愚
ト
日
フ
。
由
テ
我
天
地
ノ
真

理
ヲ
知
ラ
ズ
ン
ハ
ア
ラ
ス
ト
天
地
ノ
論
多
ク
見
聞
ス
ル
ニ
、
方
便
説
ア
ロ
。
惑

説
ア
リ
。
造
理
ア
目
。
虚
説
ア

p
テ
、
始
終
真
理
ヲ
以
テ
貫
キ
シ
ハ
稀
ナ
目
。

故
ニ
我
モ
一
個
小
天
地
ナ
リ
。
智
学
ノ
人
ノ
論
説
ヲ
見
聞
シ
テ
、
其
虚
実
、
真

造
ヲ
知
ラ
ス
ン
ハ
有
ル
ベ
カ
ラ
ズ
ロ

天
地
の
有
様
を
論
じ
る
こ
と
は
「
世
界
第
一
ノ
高
論
」
で
あ
る
。
こ
の
「
真
理
」

を
知
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
自
ら
の
「
身
体
」
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
我
モ
一
個
小
天
地
』
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
天
文
に
つ
い
て
は
諸
説
入
り
乱
れ

て
お
り
、
そ
う
し
た
な
か
に
は
「
造
理
』
も
多
く
含
ま
れ
て
い
て
、
「
真
理
」
を
論

じ
た
も
の
は
稀
で
あ
る
か
ら
、
諸
説
を
分
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
言
う
。

こ
こ
で
八
郎
が
危
倶
し
て
い
る
の
は
、
人
々
が
民
間
に
流
布
す
る
「
造
理
」
を
受

容
し
て
し
ま
う
こ
と
で
、
「
一
個
小
天
地
」
と
し
て
の
自
覚
を
喪
失
し
て
し
ま
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
八
郎
の
姿
勢
は
、
人
聞
と
天
地
自
然
が
同

一
原
理
に
よ
っ
て
貫
か
れ
る
、
天
人
唯
一
思
想
を
護
持
し
よ
う
と
い
う
試
み
に
ほ
か

な
ら
な
い
。

そ
の
思
想
は
以
下
の
部
分
に
詳
細
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
ロ
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私
ニ
云
。
天
地
ヲ
知
ル
ハ
人
体
ヲ
知
ル
=
ア

po
人
体
ヲ
知
ル
ニ
ハ
陰
陽
ヲ
知

ル
ニ
ア
リ
。
先
ツ
天
ト
気
ノ
差
別
有
ル
ハ
前
紙
ノ
如
ク
ナ
レ
ト
モ
、
皆
ヨ
セ
テ

空
ト
云
。
備
又
己
レ
々
レ
ガ
心
体
何
ノ
為
メ
ニ
生
ヲ
受
ケ
、
何
ガ
塊
ツ
テ
人
体

ト
ナ
リ
シ
ヤ
。
是
レ
ヲ
教
ユ
ル
者
ナ
キ
ハ
、
真
実
ナ
キ
ニ
似
夕
日
。
其
真
理
ハ

梅
社
ノ
論
ニ
明
ナ
レ
ト
モ
、
児
女
ノ
胸
中
ニ
能
ク
入
ラ
ン
ト
、
二
度
愛
ニ
解
。

人
間
一
体
ハ
空
、
風
、
火
、
水
、
地
ノ
五
ツ
ナ
ル
ハ
誰
カ
見
テ
モ
明
カ
ニ
見
ユ

ル
ナ
リ
。
(
中
略
)
故
ニ
我
心
体
ハ
空
、
風
、
火
、
水
、
地
ニ
相
違
ナ
キ
コ
ト

明
ラ
カ
ニ
悟
ル
ベ
シ
。
此
五
天
地
ト
区
別
ス
ル
。
則
ハ
空
、
風
、
火
三
ツ
ハ
天

=
シ
テ
陽
ナ

p
。
心
魂
シ
ル
地
ノ
二
ツ
、
則
チ
地
球
ニ
シ
テ
・
田
園
田
身
体
ナ

タ
イ

リ
。
・
ヲ
以
テ
之
ヲ
ミ
レ
パ
、
我
身
体
ト
雄
、
我
物
ニ
ア
ラ
ズ
ロ
皆
天
地
ノ
霊

物
ニ
テ
天
地
用
達
ニ
受
生
シ
タ
ル
モ
ノ
也
。
其
御
用
ハ
如
何
ナ
ル
事
ゾ
ト
云
エ
、

其
身
々
々
ノ
業
ヲ
能
励
ミ
、
毒
物
ヲ
退
治
シ
テ
悪
気
ヲ
縮
メ
、
天
地
ノ
悩
ミ
ナ

キ
ヨ
ウ
ニ
ス
ル
ノ
用
達
也
。

こ
こ
で
は
一
歩
進
ん
で
、
天
地
と
人
体
を
知
る
た
め
に
は
「
陰
陽
』
を
知
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
明
言
す
る
。
自
分
自
身
の
「
心
」
と
「
体
」
は
何
の
た
め
に
、
ど

の
よ
う
に
し
て
生
成
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
を
教
え
る
者
が
い
な
け
れ
ば
「
真
実
」
は

な
い
も
同
然
で
あ
る
と
言
う
。
そ
し
て
「
真
理
」
と
は
、
後
述
す
る
「
棒
辻
ノ
論
」

で
あ
り
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
陰
陽
説
に
基
づ
い
て
「
人
間
一
体
」
が

構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
人
聞
は
み
な
「
天
地
ノ
霊
物
」
で
あ

る
か
ら
、
「
天
地
ノ
悩
ミ
ナ
キ
ヨ
ウ
壬
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
具
体

的
に
は
「
其
身
々
々
ノ
業
」
に
出
精
す
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

だ
が
実
際
、
こ
う
し
た
「
真
理
」
を
理
解
し
、
出
精
し
て
い
る
者
は
少
な
い
。
八

郎
は
つ
づ
け
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

然
ル
ニ
当
今
ハ
世
ノ
未
ト
ナ
ツ
テ
欲
心
ト
云
、
曲
者
大
ニ
募
日
他
ノ
悪
ヲ
縮

ッ

ル
コ
ト
ハ
備
置
!
天
地
モ
我
物
エ
為
ト
タ
ガ
ヘ
ニ
欲
ヲ
張
リ
テ
主
家
ヲ
奪
、
人

ヲ
殺
シ
、
火
附
!
盗
賊
、
虚
言
偽
リ
テ
常
ト
シ
テ
、
各
々
悪
気
ヲ
醸
テ
天
地
ノ

悩
ミ
ヲ
仕
出
ガ
ユ
ヘ
ニ
、
年
々
歳
々
気
候
悪
シ
夕
、
豊
年
万
作
杯
夢
ニ
モ
見
ル

【足占
M
M

コ
ト
不
能
、
次
第
々
々
ニ
万
物
不
豆
シ
、
人
気
衰
へ
、
終
ニ
ハ
国
ヲ
失
ウ
ニ

至
ラ
ン
ト
愚
老
カ
息
非
警
ル
ニ
物
ナ
シ
ト
雄
、
年
ハ
老
夕
日
。
文
筆
ノ
芸
ハ
ナ

シ
。
何
処
へ
云
ベ
キ
ヨ
ウ
モ
ナ
ク
山
間
ノ
一
ツ
小
屋
ニ
テ
、
独
、
悪
ヲ
慢
ア
日

夜
口
解
ヲ
聞
ク
モ
ノ
モ
ナ
シ
。
若
聞
人
ア
ラ
ハ
、
凶
作
ノ
覚
悟
ヲ
教
ン
。
是
ハ

我
心
体
ヲ
知
ル
ノ
ハ
シ
也
。

近
頃
に
至
つ
て
は
、
「
天
地
モ
我
物
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
誤
解
し
て
い
る
者
が

多
い
。
そ
う
し
た
人
々
が
「
悪
気
」
を
生
じ
さ
せ
る
と
、
そ
れ
ら
は
「
天
地
ノ
悩

ミ
」
と
な
っ
て
し
ま
い
、
気
候
の
悪
化
に
よ
る
不
作
を
も
た
ら
す
こ
と
で
『
国
ヲ
失

ウ
」
原
因
と
も
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

「
悪
気
」
が
も
た
ら
す
被
害
は
一
部
の
悪
人
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
全
体
に
天
災

を
及
ぼ
す
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
天
文
の
「
真
理
」
と
『
造
理
」
を

明
ら
か
に
し
、
人
々
に
「
我
心
体
」
が
天
地
と
結
び
つ
い
て
い
る
「
真
理
」
を
自
覚

さ
せ
、
行
動
の
改
善
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
の
で
あ
る
。

同
様
の
主
張
は
繰
り
返
し
行
わ
れ
る
。

去
レ
パ
昔
モ
地
動
ン
ト
吐
出
シ
タ
ル
者
ア
リ
シ
ガ
、
其
時
宋
ダ
日
本
ノ
人
気
盛

ン
エ
持

v

シ
テ
用
へ
ザ
リ
シ
ガ
、
今
人
気
大
ニ
衰
ヒ
、
天
地
/
大
理
ニ
至
ツ
テ

ハ
真
造
知
日
難
夕
、
亦
知
ル
者
ア
日
ト
雄
、
億
病
ナ
レ
パ
口
ヲ
開
カ
ズ
、
亦

0
5
 

ハ
諮
ピ
世
渡
H
ノ
為
ニ
虚
ナ
ル
コ
ト
ヲ
緋
へ
ナ
ガ
ラ
是
ヲ
用
へ
、
地
動
法
ガ

真
理
ナ
リ
ト
色
々
理
ヲ
加
へ
愚
人
ヲ
惑
ス
。
悲
シ
ム
へ
シ
患
ウ
ヘ
シ
。
如
此
次

第
々
々
ニ
人
気
表
へ
欲
心
斗
リ
募
ル
ガ
ユ
へ
ニ
、
種
々
様
々
悪
事
ヲ
巧
ミ
人
ヲ

食
ラ
ン
ト
ス
ル
ユ
へ
、
外
国
ヨ
日
日
本
ド
ロ
ボ
ウ
日
本
パ
カ
カ
メ
/
¥
ト
呼

ル
、
コ
ト
、
実
ニ
恥
ケ
シ
ク
又
口
惜
キ
コ
ト
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
。
其
上
人
気
ハ
天
地

ニ
通
ル
モ
ノ
ユ
へ
、
愚
悪
欲
ノ
弊
気
通
シ
テ
陰
陽
ノ
悩
ミ
ト
ナ
リ
、
遠
カ
一
フ
ズ

匙
炉
凶
作
ア
リ
ロ
御
用
心
/
}
(
)
l
i
t
-
-。

か
つ
て
も
地
動
説
が
唱
え
ら
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
当
時
は
「
日
本
ノ
人
気
盛
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ン
」
だ
っ
た
た
め
に
、
そ
れ
が
普
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
、

「
人
気
」
は
大
い
に
表
え
て
い
る
た
め
に
、
「
天
地
ノ
大
理
」
の
「
真
造
」
は
知
り
が

た
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

八
郎
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
地
動
説
自
体
は
一
八
世
紀
後
半
に
は
す
で
に
日
本
に

紹
介
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
流
入
し
た
当
時
は
一
部
に
し
か
受
け
容
れ
ら
れ
な
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
期
に
な
っ
て
信
じ
る
人
々
が
急
憎
し
た
こ
と
を
、
彼
は

「
人
気
」
の
表
え
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
人
気
」
は
天

地
と
通
じ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
人
々
の
「
愚
惑
欲
」
と
い
っ
た
「
弊
気
」
が
「
陰

陽
ノ
悩
ミ
」
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
凶
作
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
る
と
危
倶

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
人
々
が
「
真
理
」
を
知
る
必

要
が
あ
る
と
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
八
郎
が
天
文
説
を
説
く
こ
と
は
、
決
し
て
個
人
の
世
界
観
の
問
題
に

留
ま
る
の
で
な
く
、
ま
し
て
や
単
に
天
文
知
識
を
周
囲
に
普
及
さ
せ
よ
う
と
い
う
意

図
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
。
天
地
と
人
聞
か
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
『
真

理
』
を
人
々
に
自
覚
さ
せ
、
行
動
を
改
め
さ
せ
な
け
れ
ば
、
災
い
に
繋
が
り
か
ね
な

い
と
い
う
危
機
感
の
ゆ
え
に
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
現
実
の
社
会
状
況
を
変

え
る
た
め
に
不
可
欠
な
喫
緊
の
課
題
だ
と
認
識
し
た
か
ら
こ
そ
、
彼
は
天
文
説
の
啓

発
を
志
し
た
の
で
あ
る
。

「
真
造
排
」
の
根
底
に
あ
る
の
は
天
地
と
人
間
を
貫
く
「
真
理
」
が
自
身
に
内
在

し
て
い
る
と
い
う
天
人
唯
一
思
想
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
天
地
と
結
び
つ
く
確
信
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
天
動
説
は
疑
い
よ
う
の
な
い
絶
対
の
「
真
理
」
で
あ
る
と
認
識
さ

れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
現
実
の
社
会
を
改
善
し
て
い
く
た
め
に
も
、
「
真
理
」
を
人

々
に
周
知
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
自
ら
の
使
命
で
あ
る
と
認
識
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
か
つ
て
の
八
郎
は
東
照
宮
信
仰
が
篤

く
、
そ
の
神
託
ゆ
え
に
政
治
運
動
に
身
を
投
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
幕
末
期
に
お
け
る

彼
の
行
動
原
理
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
自
ら
に
命
令
を
下
す
外
在
す
る
人
格
神
と
し

て
の
東
照
大
神
君
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
、
自
ら
の
行
動
原
理
と
し
て
の
超
越
観
五
『

T

外
在
す
る
人
格
的
存
在
か
ら
内
在
す
る
理
法
的
存
在
へ

l
の
変
化
を
ど
う
捉
え
れ
ば

よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
幕
府
崩
壊
に
よ
る
東
照
大
神
君
の
地
位
低
下
と
い

う
要
因
が
指
摘
で
き
よ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
す
ぐ
さ
ま
天
人
唯
一
思
想
へ
の
移
行
を

意
味
し
な
い
。
彼
は
陰
陽
説
に
基
づ
く
世
界
観
を
放
棄
す
る
可
能
性
も
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
事
実
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
望
遠
鏡
の
説
の
妥
当
性
を
観

測
結
果
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
て
い
る
点
や
、
佐
田
介
石
の
視
実
等
象
論
を
自
身
の
観

測
経
験
か
ら
否
定
し
て
い
る
点
か
ら
は
、
不
十
分
な
が
ら
も
、
形
而
上
学
的
世
界
観

か
ら
の
跳
屈
を
見
て
取
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
う
し
た
可
能
性
を
有
し
な
が
ら
も
、

彼
は
な
ぜ
陰
陽
説
に
基
づ
く
世
界
観
を
「
真
理
」
と
認
識
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

=
一
、
烏
伝
神
道
の
天
文
観
と
そ
の
影
響

八
郎
の
著
作
に
陰
陽
説
に
関
す
る
記
述
が
増
加
す
る
の
は
文
久
期
以
降
で
あ
る
。

こ
れ
は
八
郎
が
八
丈
島
へ
と
還
流
さ
れ
、
同
地
で
烏
伝
神
道
の
教
祖
・
梅
社
(
賀

茂
)
規
清
(
一
七
九
八
〈
寛
政
一

O
〉
1
一
八
六
一
〈
文
久
元
〉
)
に
出
会
っ
た
時

期
に
該
当
す
る
。

規
消
は
上
賀
茂
神
社
の
社
家
に
生
ま
れ
、
神
道
に
留
ま
ら
ず
ひ
ろ
く
国
学
や
朱
子

学
、
天
文
学
を
修
め
、
知
見
を
深
め
る
た
め
諸
国
を
漫
遊
し
、
水
戸
藩
の
藤
田
東
湖

を
は
じ
め
各
地
の
学
者
と
交
友
し
た
。
そ
う
し
た
経
験
を
踏
ま
え
て
烏
伝
神
道
を
創

唱
し
、
江
戸
市
中
に
お
い
て
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
に
つ
い
て
天
人
唯
一
思
想
に
基

づ
く
講
釈
を
続
け
た
た
め
、
新
義
異
流
を
説
い
た
と
し
て
八
丈
島
に
遠
流
さ
れ
、
同

地
で
没
し
た
{
答
。

八
郎
が
八
丈
島
に
到
着
し
た
の
は
一
八
六
O
(安
政
七
)
年
の
七
月
で
あ
る
か
ら
、

両
者
の
交
流
は
一
年
に
満
た
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
規
滑
が
八
郎
に
与
え
た

影
響
は
大
き
く
、
「
真
造
排
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
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私
云
。
此
梅
辻
飛
騨
守
ト
云
人
ハ
西
京
ノ
産
ニ
テ
、
智
勇
信
実
真
ノ
学
者
ニ
テ

世
ニ
モ
稀
ナ
ル
人
ナ
リ
シ
カ
、
時
ヲ
失
ヒ
節
ニ
合
ハ
ズ
、
不
幸
ニ
シ
テ
片
島
一
一

命
終
ス
。
其
レ
ハ
何
故
ト
云
フ
ニ
、
旧
江
戸
ニ
於
テ
神
代
ノ
巻
方
便
説
ヲ
実
事

ニ
顕
ハ
シ
講
釈
シ
タ
ル
故
、
異
説
也
ト
罪
ヲ
捺
ヒ
遠
流
セ
ラ
レ
タ
リ
。
(
中

略
)
倍
又
智
者
学
者
、
天
地
ノ
論
説
多
ク
間
見
ス
。
然
レ
ト
モ
此
ノ
梅
仕
ノ
論

ノ
如
ク
信
実
真
理
ヲ
以
テ
天
地
開
聞
ヨ
リ
人
体
ニ
貫
キ
タ
ル
ハ
【
耗
タ
見
聞
セ

ザ
ル
故
、
我
一
生
涯
ノ
楽
ミ
是
ナ
日
。

八
郎
は
規
清
と
の
交
病
以
前
に
お
い
て
も
、
陰
陽
説
に
関
し
て
ま
っ
た
く
無
知
だ

っ
た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
知
識
と
し
て
有
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、

明
確
な
世
界
観
を
構
築
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
規

清
と
の
交
流
に
よ
り
、
「
信
実
真
理
」
が
「
天
地
開
聞
ヨ
リ
人
体
ニ
貫
キ
タ
ル
』
こ

と
を
知
り
え
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
烏
伝
神
道
の
特
徴
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
時
期
に
よ
っ
て
そ
の
教
説
に

変
容
・
転
回
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
根
本
は
天
人
唯
一
思
想
と
し
て
一
貫
し
て
い

る
(
担
。
そ
れ
は
規
清
の
嘉
永
期
以
降
の
著
作
で
あ
る
『
陰
陽
外
伝
磐
戸
開
』
に
見

え
る
次
の
文
章
に
象
徴
的
で
あ
る
。

夫
、
天
人
脂
一
ハ
、
天
地
合
一
ナ
レ
パ
也
。
知
人
ノ
軒
ル
妙
用
、
則
天
地
ノ
雛

形
ニ
シ
テ
、
数
ニ
顕
ハ
レ
タ
ル
理
ヲ
観
テ
モ
、
銘
々
ノ
身
ノ
貴
キ
ヲ
知
ル
ベ

シ
。
(
お
)

人
聞
に
宿
る
「
妙
用
」
は
、
『
天
地
ノ
雛
形
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
天

人
唯
一
の
立
場
か
ら
は
、
各
々
の
「
身
ノ
貴
キ
」
を
自
覚
す
る
べ
き
だ
と
い
う
主
張

が
導
か
れ
る
。
さ
ら
に
規
清
は
、
こ
う
し
た
天
地
と
の
結
び
つ
き
は
、
一
部
の
人
聞

に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。

人
而
巳
心
ニ
天
地
ノ
妙
ヲ
具
足
ス
。
故
エ
、
人
ノ
徳
ハ
修
行
練
磨
シ
テ
天
地
ノ

妙
ヲ
責
詰
、
空
ヲ
微
塵
ニ
縮
メ
テ
万
物
万
事
、
天
地
=
感
ヲ
通
ス
ル
人
ヲ
聖
人

タ
ユ
タ
ミ

ト
モ
神
ト
モ
云
也
。
故
ニ
感
ノ
人
ニ
ハ
国
人
感
シ
服
シ
テ
、
無
異
ニ
国
家
ノ
治

マ
ル
ハ
感
ノ
徳
也
ロ
此
ハ
万
物
ノ
長
。
(
中
略
)
尊
卑
ニ
拘
ハ
一
フ
ズ
修
行
熟
練

ノ
上
ハ
、
誰
人
ニ
ヨ
ラ
ズ
天
地
ノ
感
応
ア
ル
ハ
固
リ
ノ
義
也
。
〔
お
)

「
万
物
ノ
長
』
で
あ
る
人
間
の
み
が
、
「
心
ニ
天
地
ノ
妙
」
を
備
え
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
「
修
行
練
磨
」
す
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
な
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
身

分
の
「
尊
卑
ニ
拘
」
る
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
八
郎
の
よ

vpな
民
衆
に
も
「
天
地

ニ
感
ヲ
通
ス
ル
」
道
が
聞
か
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
規
清
の
天
人
唯
一
思
想
は
、
そ
の
天
文
観
に
も
色
濃
く
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。

タ

ト

へ

ヤ

ク

天
人
唯
一
ニ
基
キ
其
理
一
貫
ス
ル
義
エ
ア
ラ
ザ
レ
パ
、
仮
令
何
状
先
賢
未
発
ノ

ト

ラ

イ

フ

グ

事

タ

説
ト
雄
、
人
作
ハ
取
ズ
ト
云
ガ
神
道
鰐
理
ノ
一
徹
也
。
故
三
越
文
ノ
出
後
レ
地

ワ
ケ

動
ヲ
西
洋
人
ニ
云
レ
テ
今
更
神
代
ノ
説
也
ト
云
分
ハ
不
立
。
依
テ
西
洋
人
ノ
説

ナ
ラ
パ
説
ト
ス
ベ
シ
。
神
道
ニ
於
テ
ハ
部
ガ
云
地
動
ノ
説
ハ
固
リ
信
ゼ
ズ
ロ
糠

E

Y

ナ
キ
ィ
、

戸
命
ノ
窮
理
ノ
地
動
ハ
飽
迄
尊
信
ヲ
為
也
。
其
ハ
神
代
ノ
巻
ニ
陽
ヲ
諾
ト
云
テ

ナ

ミ

ク

ゴ

カ

静
ナ
ル
義
、
陰
ヲ
冊
ト
云
テ
動
ク
義
也
。
然
レ
パ
陽
ハ
天
ニ
シ
テ
動
ズ
、
陰

ヵ

タ

イ

チ

ジ

ル

ハ
地
ニ
シ
テ
動
タ
理
、
如
此
和
訓
エ
著
明
キ
ヲ
知
一
フ
ズ
ヤ
ロ
是
取
モ
直
サ
ズ
地

ヲ

ノ

レ

イ

フ

動
ノ
義
也
。
故
ニ
己
神
代
ニ
地
動
ノ
説
ア
リ
ト
云
ハ
、
此
和
訓
ヲ
准
拠
ト
ス

ル
義
ニ
シ
テ
、
何
ゾ
無
キ
コ
ト
ヲ
有
リ
ト
云
ン
ヤ
。
(
幻
)

天
人
唯
一
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
地
動
説
が
「
真
理
」
で
は
あ
り
え
な
い
。
だ
が

「
西
洋
人
」
に
よ
っ
て
地
動
説
が
流
入
す
る
と
、
国
学
の
側
で
は
「
神
代
ノ
説
」
、
す

な
わ
ち
古
代
神
話
を
西
洋
天
文
学
に
よ
っ
て
合
理
化
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
起
こ
っ

た
{
答
。
し
か
し
、
そ
れ
は
「
陽
」
を
動
か
な
い
も
の
と
し
て
、
「
陰
」
を
動
く
も

の
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
無
キ
コ
ト
ヲ
有
リ
」
と
し
た
も
の
だ
と
し
て
、
地
動
説

批
判
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
規
滑
が
陰
陽
説
に
基
づ
く
天
動
説
を

支
持
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

だ
が
八
郎
は
、
こ
う
し
た
規
清
の
天
文
説
を
は
じ
め
か
ら
疑
い
な
く
受
容
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
文
久
期
の
八
郎
の
著
作
の
な
か
に
は
、
規
清
と
の
天
文
説
に
関
す
る

- 10ー
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以
下
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。

=

ク

セ

イ

ト

ク

古
語
ニ
後
世
恐
ル
ベ
シ
ト
ア
ロ
実
成
哉
ロ
模
辻
ノ
解
ニ
、
天
地
開
ケ
ザ
ル
弘
前

グ
ン

2

ン

シ

メ

ツ

メ

ヲ
玄
ト
号
テ
、
水
火
混
シ
テ
分
レ
ザ
ル
也
。
然
ル
ニ
産
ト
云
理
ガ
火
ヲ
粛
結
ル

キ
ス
ク

ニ
、
火
ハ
奇
数
ナ
ル
ガ
故
=
日
輪
ノ
一
ツ
ト
ナ
ル
、
又
水
ヲ
粛
結
ル
ニ
水
ハ

2

1

2

:

。

隅
数
ナ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
月
ト
地
球
ト
ナ
ル
ト
云
云
。
此
理
実
一
一
面
白
シ
。
然

ル
ニ
愛
ニ
一
ツ
ノ
フ
シ
ギ
ア
リ
。
神
儒
仏
ノ
三
語
ヲ
聞
ニ
、
星
ノ
排
計
リ
ハ
色

々
怪
シ
キ
コ
ト
而
己
ナ
レ
パ
、
予
星
ノ
コ
ト
ヲ
問
ニ
、
棒
辻
ハ
梼
主
人
ノ
理
ハ

ポ
タ
ヱ
シ
キ
ヤ
ク

附
タ
レ
ト
モ
、
是
モ
ヤ
ハ
リ
怪
シ
ロ
依
テ
在
国
ニ
聞
望
遠
鏡
ノ
説
ヲ
以
テ
実

ナ
ス

理
ト
為
。
先
ツ
望
遠
鏡
ヲ
以
テ
天
ヲ
見
ル
エ
目
、
月
、
星
、
悉
皆
世
界
ニ
シ
テ
、

日
輪
ハ
一
円
火
ノ
凝
タ
ル
一
ツ
ノ
大
世
界
、
月
星
ハ
此
世
界
ト
異
ナ
ル
コ
ト
ナ

夕
、
剰
へ
月
ノ
世
界
ヲ
見
ル
ニ
、
月
ノ
世
界
冬
の
時
ハ
山
々
へ
雪
ノ
積
日
シ
ヨ

宿泊『禽】

ウ
ス
迫
、
ア
ロ
l
t、
ト
見
ユ
ル
ト
云
云
。
是
最
実
理
也
。
(
窃

八
郎
は
神
儒
仏
、
諸
説
に
お
け
る
天
文
説
に
疑
問
を
抱
い
て
い
た
。
そ
こ
で
規
滑

に
問
う
も
、
そ
の
解
答
は
「
梼
辻
丈
ノ
理
』
で
あ
っ
て
、
十
分
に
納
得
で
き
な
か
っ

た
ロ
そ
こ
で
八
郎
は
遠
流
前
に
耳
に
し
た
「
望
遠
鏡
ノ
説
」
を
「
実
理
」
で
あ
る
と

考
え
た
。
そ
の
説
に
よ
れ
ば
「
目
、
月
、
星
、
悉
皆
世
界
」
で
あ
っ
て
、
太
陽
は
火

が
凝
固
し
た
も
の
で
あ
り
、
月
に
は
地
球
同
様
に
雪
が
降
る
よ
う
に
見
え
る
と
言
う
。

こ
う
し
た
説
は
実
際
の
天
体
観
測
の
結
果
得
ら
れ
た
も
の
な
の
だ
か
ら
、
ま
さ
し
く

「
実
理
」
な
は
ず
で
あ
る
。
文
章
は
次
の
よ
う
に
続
く
。

此
望
遺
鏡
ト
云
物
、
蘭
人
ノ
仕
出
シ
タ
ル
物
ニ
シ
テ
、
近
年
ノ
コ
ト
ナ
リ
ト
云
。

梅
註
在
国
ノ
時
分
ハ
イ
マ
ダ
園
地
ニ
流
行
セ
ズ
ト
見
へ
テ
、
梅
社
此
説
ヲ
知
ラ

《

マ

玄

チ

キ

ウ

a
ト
パ

ズ
ロ
然
リ
ト
雄
、
上
ミ
云
水
ハ
隅
ナ
レ
パ
月
ト
地
球
ト
ナ
ル
ト
ノ
辞
ハ
ス

プ
タ

デ
ニ
中
レ
リ
。
世
界
ト
云
コ
ト
ハ
知
ラ
ズ
ト
モ
、
地
球
ニ
月
ヲ
一
ツ
ニ
云
所
、

月
モ
世
界
ナ
リ
ト
云
ニ
ヒ
ト
シ
。
斯
ノ
如
ク
道
具
ヲ
エ
ミ
遥
ニ
高
天
ヲ
望
ミ
、

ジ
ツ

g

ア
ヲ
タ

其
正
体
ヲ
見
ル
者
ア
レ
パ
、
又
限
ニ
不
見
ト
モ
実
理
ヲ
新
ニ
知
ル
者
ア
リ
。

グ実
エ
後
世
恐
ル
ベ
シ
ト
ハ
此
事
ナ
ラ
ン
敗
。
神
聖
仏
モ
月
日
星
ト
モ
悉
ク
世
界

4

2

f

z

シ
キ

F

也
ト
解
置
レ
シ
ト
云
コ
ト
ハ
聞
ズ
。
然
ル
ニ
今
、
新
ニ
望
遠
鏡
ノ
徳
ヲ
以
月

シ

}

イ

星
ノ
正
体
ヲ
知
ル
コ
ト
、
難
有
コ
ト
ニ
非
ズ
ヤ
。
(
却
)

し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
天
体
観
測
を
元
に
し
て
得
ら
れ
た
「
実
理
」
は
、
結
局
の

と
こ
ろ
規
滑
の
陰
陽
説
と
同
様
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
ロ
規
清
は
望
遠
鏡

に
よ
る
観
測
に
つ
い
て
知
識
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
(
辺
、
「
理
」

に
基
づ
い
て
認
識
し
た
世
界
観
は
正
し
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
(
答
。
八
郎
は
こ

う
し
た
規
滑
と
の
宍
流
を
経
て
、
陰
陽
説
に
基
づ
く
世
界
観
こ
そ
が
「
真
理
」
で
あ

る
と
認
識
し
た
の
で
あ
る
。

安
丸
良
夫
は
、
「
八
郎
の
依
拠
す
る
普
遍
的
原
理
は
、
系
譜
的
に
は
主
と
し
て
儒

教
に
由
来
す
る
道
徳
主
義
的
な
も
の
」
で
あ
り
、
「
主
と
し
て
朱
子
学
的
な
理
の
観

念
に
系
譜
を
も
ち
、
望
遠
鏡
に
よ
る
観
察
な
ど
の
疑
似
科
学
を
加
味
し
た
も
の
」
で

あ
っ
た
と
言
う
(
話
。
だ
が
こ
こ
で
、
天
体
観
測
と
い
う
経
験
に
基
づ
い
て
『
実

理
」
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
か
ら
は
、
「
理
」
の
観
念
を
前
提
と
す
る
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
帰
納
的
に
世
界
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
八
郎
の
姿
勢
が
読
み
取

れ
る
。
そ
の
結
果
導
か
れ
る
答
え
が
規
滑
の
陰
陽
説
と
一
致
し
た
と
き
、
は
じ
め
て

八
郎
は
前
提
と
し
て
の
「
真
理
」
の
存
在
を
認
識
し
え
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経

験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
八
郎
は
地
球
天
動
説
を
絶
対
の
「
真
理
」
だ
と
確
信
で
き

た
の
で
あ
る
。
「
真
造
排
」
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
演
縛
的
に
導
き
出
さ
れ
る
天
文
説

へ
の
言
及
も
、
彼
に
と
っ
て
は
経
験
に
基
づ
い
た
、
帰
納
的
な
世
界
認
識
だ
っ
た
の

だ
と
も
言
え
よ
う
。
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お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
の
分
析
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
昔
守
え
る
で
あ
ろ
う
。
第

一
に
、
八
郎
は
天
文
学
に
関
心
を
よ
せ
、
西
洋
天
文
学
、
仏
教
天
文
学
を
は
じ
め
諸

説
に
関
す
る
知
識
を
有
し
て
い
た
。
だ
が
彼
に
と
っ
て
そ
れ
ら
の
多
く
は
「
造
理
」
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つので
た天あ

号番町
志「

宮ひ霊
て
仲と

涯最
毒自陽

活望
者雪
正予
誕峰 、t、
的宅
誌な
のけ
枠れ
#ば
出な
るら
もな
のか
でつ
はた
な。

か彼

そ
し
て
第
二
に
、
こ
う
し
た
八
郎
の
思
想
形
成
は
、
梅
辻
規
滑
に
よ
る
影
響
が
大

き
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
ロ
陰
陽
説
に
基
づ
く
八
郎
の
天
文
説
は
規
清
に
依
拠
し
た

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
真
理
」
と
し
た
前
提
で
演
縛
的
に
導
き
出
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
は
当
初
か
ら
で
は
な
く
、
望
遠
鏡
に
よ
る
観
測
結
呆
と
規

清
の
説
く
陰
陽
説
の
天
文
説
が
一
致
し
た
こ
と
で
、
は
じ
め
て
「
真
理
」
だ
と
認
識

し
え
た
の
で
あ
っ
た
。

末
永
恵
子
は
、
八
郎
が
展
開
し
た
天
動
説
地
動
説
論
争
は
、
「
倫
理
と
結
び
つ
い

た
い
わ
ば
近
世
的
な
自
然
認
識
と
近
代
の
客
観
的
自
然
認
識
と
の
対
決
で
あ
っ
た
」

と
言
う
(
担
。
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
八
郎
に
と
っ
て
の
天

文
観
が
、
二
項
対
立
的
に
表
せ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
「
近
世

的
な
自
然
認
識
」

(
H
陰
陽
説
)
が
、
「
近
代
の
客
観
的
自
然
認
識
』

(
H
天
体
観

測
)
と
一
致
し
た
と
考
え
ら
れ
た
ゆ
え
に
こ
そ
、
八
郎
は
天
動
説
を
紛
れ
も
な
い

「
真
理
」
だ
と
信
じ
、
此
説
の
普
及
に
努
め
た
の
で
あ
る
。

八
郎
の
明
治
初
期
に
お
け
る
世
界
観
は
陰
陽
説
に
基
づ
く
と
い
う
、
旧
来
の
天
文

観
に
拠
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
見
、
自
ら
の
世
界
観
を
前
提
と
し
た
演
緯
的

な
も
の
で
あ
る
が
、
彼
は
暗
愚
蒙
昧
ゆ
え
に
陰
陽
説
に
依
拠
し
た
わ
け
で
は
な
い
ロ

観
測
結
果
と
陰
陽
説
の
一
致
と
い
う
経
験
を
通
し
て
、
諸
説
の
な
か
か
ら
、
陰
陽
説

に
基
づ
く
世
界
観
を
主
体
的
に
選
び
取
っ
た
の
で
あ
る
ロ

「
真
造
排
』
の
記
述
か
ら
は
、
概
A
T銭
、
知
識
と
し
て
の
西
洋
を
受
容
し
つ
つ
も
、

根
底
に
あ
る
思
想
や
世
界
観
と
し
て
は
、
陰
陽
説
に
依
拠
し
た
形
而
上
学
的
世
界
観

か
ら
つ
い
に
抜
け
出
す
こ
と
が
な
か
っ
た
、
一
人
の
人
間
の
葛
藤
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
よ
う
ロ

で
は
こ
う
し
た
八
郎
の
明
治
初
期
に
お
け
る
思
想
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
れ
ば

よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
宮
城
公
子
は
、
客
観
主
義
に
立
脚
す
る
個
別
諸
科
学
の
普
及
に

よ
っ
て
、
儒
教
が
日
常
道
徳
に
媛
小
化
さ
れ
儒
教
的
主
体
l
内
面
性
の
徹
底
に
よ
る

天
人
合
一
思
想
ー
が
喪
失
さ
れ
る
こ
と
で
、
人
々
が
他
者
と
の
一
体
感
や
世
界
の
中

で
自
分
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
指
摘
し
、
こ
れ
を
「
近
代
的
個

人
」
が
新
し
く
背
負
う
代
償
だ
と
言
う
(
答
。
こ
れ
に
対
し
、
明
治
初
期
に
お
い
て

も
な
お
天
人
唯
一
思
想
に
基
づ
く
世
界
観
に
固
執
し
、
人
聞
を
天
地
自
然
と
の
関
係

性
の
な
か
に
位
置
づ
け
よ
ラ
と
し
た
八
郎
の
事
例
は
、
「
近
代
的
個
人
」
と
は
異
な

る
経
路
を
辿
っ
た
、
国
民
国
家
形
成
期
・
自
由
民
権
期
に
お
け
る
民
衆
の
主
体
形
成

の
一
つ
の
か
た
ち
で
あ
っ
た
と
昔

設

(
l
)
八
郎
の
東
照
宮
信
仰
に
基
づ
い
た
政
治
運
動
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
幕
末
維
新

期
に
お
け
る
『
家
」
・
「
個
人
」
意
識
と
超
越
観
念
|
菅
野
八
郎
の
士
分
化
運
動
を
事
例

と
し
て
|
」
(
『
日
本
思
想
史
研
究
』
四
八
号
、
二
O
一
六
年
)
を
参
照
。

(
2
)
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
庄
司
吉
之
助
『
近
世
民
衆
思
想
の
研
究
』
(
校
倉
番
房
、
一
九

七
九
年
)
、
鯨
井
千
佐
登
『
幕
末
の
民
衆
思
想
l
菅
野
八
郎
を
事
例
に
|
」
(
宮
地
正
人

編
『
明
治
維
新
の
人
物
隼
吉
川
弘
文
館
、

5
0
0年
)
、
布
川
清
司
『
近
世
日
本
民

衆
思
惣
史
料
集
』
(
明
石
書
底
、
二
0
0
0年
)
、
須
田
努
編
『
逸
脱
す
る
百
姓
l
菅
野

八
郎
か
ら
み
る
一
九
世
紀
の
社
会
|
』
(
東
京
堂
出
版
、
二
O
一
O
年
)
な
E
が
挙
げ
ら

- 12ー

れ
る。

(3)
主
な
研
究
と
し
て
、
伊
東
多
三
郎
「
近
世
に
於
け
る
科
学
的
宇
宙
観
の
発
達
に
対
す
る

反
動
に
就
い
て

I
特
に
僧
侶
の
運
動
に
就
い
て
」
(
『

i

宗
教
研
究
』
新
二
巻
二
号
、

一
九
三
四
年
)
、
板
津
武
雄
『
江
戸
時
代
に
於
け
る
地
動
説
の
展
開
と
其
の
反
動
」
『
史

学
雑
誌
』
玉
二
編
一
号
、
一
九
四
一
年
)
、
日
本
学
士
院
編
『
明
治
前
日
本
天
文
単
史
』

(
日
本
学
術
振
興
会
、

一
九
六
O
年
)
、
藤
原
逼
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
「
科
学
的
自
然

観
」
の
研
究
』
(
富
士
短
期
大
学
出
版
部
、

一
九
六
六
年
)
、
広
瀬
秀
雄
『
洋
学
と
し
て
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の
天
文
学
」
(
日
本
思
想
大
系
六
五
『
洋
学

下
』
岩
波
書
唐
、

一
九
七
二
年
〕
、
中
山

茂
『
日
本
の
天
文
学
l
西
洋
認
臓
の
尖
兵
l
』
(
岩
波
書
庖
、

一
九
七
二
年
)
、
吉
田
忠

「
近
世
に
お
け
る
仏
教
と
西
洋
自
然
観
と
の
出
会
い
」
(
安
丸
良
夫
編
『
近
代
化
と
伝

統
』
春
秋
社
ぺ
一
九
八
六
年
)
、
渡
辺
敏
夫
『
近
世
日
本
天
文
学
史
』
〔
恒
星
社
厚
生
閥
、

一
九
八
七
年
)
、
荒
川
紘
『
日
本
人
の
宇
宙
観

l
飛
鳥
か
ら
現
代
ま
で
』
(
紀
伊
国
屋

書
唐
-
二
O
O
一
年
)
、
井
上
智
勝
「
幕
末
緯
薪
期
の
仏
教
天
文
学
と
社
会
・
地
域
1
発

暦
運
動
研
究
の
射
程

l
」
(
明
治
維
新
史
学
会
編
『
明
治
維
新
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、

二
O
O五
年
)
、
岡
田
正
彦
『
忘
れ
ら
れ
た
仏
教
天
文
学

l
十
九
世
紀
の
日
本
に
お
け
る

仏
教
世
界
像
|
』
(
プ
イ
ツ
l
y
p
ュ
I
V
ヨ
ン
、
二
O
一
O
年
)
な
ど
参
照
。

(
4
)
こ
う
し
た
立
場
か
ら
は
、
海
野
一
隆
(
「
地
球
説
の
大
衆
化
」
『
日
本
人
の
大
地
像
|
西

洋
地
球
説
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
|
』
大
修
館
書
底
、
二

O
O六
年
)
や
ポ
ロ
ヴ
ニ
コ

グ
ア
・
エ
レ

l
ナ
(
『
大
雑
書
に
表
現
さ
れ
る
『
世
界
」
観
l
『
須
弥
山
図
」
と
『
地
底

総
之
図
」
を
中
心
に

l
』
『
日
本
思
想
史
学
』
四
六
号
、
二
O
一
四
年
)
ら
が
、
大
雑
書

や
麿
書
の
記
述
を
元
に
民
聞
社
会
に
お
け
る
天
文
観
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
だ
が
、

個
々
の
民
衆
が
実
際
に
そ
う
し
た
知
識
を
い
か
に
受
容
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
の
分
析

は
十
分
で
は
な
い
。

(
5
)
末
永
恵
子
「
烏
伝
神
道
と
菅
野
八
郎
」
(
『
烏
伝
神
道
の
基
礎
的
研
究
』
岩
岡
書
院
、
二

O
O
一
年
)
、
佐
野
智
規
「
鈍
愚
の
潜
在
力

I
八
郎
の
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

カ
|
」
(
須
田
前
掲
書
)
な
ど
参
照
。
ま
た
、
「
夢
之
浮
雷
同
」
に
関
し
て
は
翻
刻
(
佐
藤

喜

『

書

記

v

八
【
明
信
演
」
に
つ
い
て
」
『
要
史
学
』
四
六
四
七
号
、

九
八
九
年
)
が
存
在
す
る
。

(
6
)
以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
引
用
史
料
は
「
霊
排

八
老
信
演
」
(
『
真
造
緋

J¥ 
老

信
演
』
に
拠
る
。
な
お
筆
者
に
よ
っ
て
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
、
句
読
点
を
補
っ
た
。

(
7
)
「
子
孫
心
得
之
事
」
『
[
八
老
+
カ
条
]
』
福
島
県
歴
史
資
料
館
、
菅
野
隆
雄
家
文
書
玉
。

(
B
)
月
面
の
『
海
」
と
は
月
表
面
の
暗
〈
見
え
る
部
分
の
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
実
態
は

玄
武
岩
で
覆
わ
れ
た
平
担
な
領
域
で
あ
る
が
、
地
球
と
同
様
に
水
が
存
在
す
る
も
の
だ

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

書
信

菅
野
八
郎
」
日
本
思
想
大
系
五
八
『
民
衆
運
動
の
思
想
』
(
山
君
波

一
九
七
O
年
)
四
五
六
頁
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
庄
司
が
主
に
対
象
と
し
て
い
る

(9)
庄
司
吉
之
助
「
解
説

の
は
文
久
期
の
『
忠
五
郎
に
与
え
た
手
紙
」
の
記
述
で
あ
る
。
な
お
こ
の
史
料
は
本
稿

で
後
述
す
る
「
倍
先
ツ
天
地
開
閉
ス
ル
ト
直
ニ
陰
陽
備
ル
ベ
シ
」
と
同
一
史
料
で
あ
る
。

(
叩
)
底
本
に
は
東
北
大
学
和
算
関
係
文
庫
所
蔵
(
林
i
'七
五
七
)
の
も
の
を
使
用
し
た
。

(
日
)
旨

m
m
E
F
由
主
管

?
P
4
E
E冒
p
p
m
g
E
2
M
Z
2
4。
降
口
邑
可
砕
回
日
開
。

mm-

g 
t.. 巨司 H 

瓦原震
ると r

と 4

皇苦
手E 
田氏
眠に

は

票塁
と義

主警
告雪
員事
b、宇
ら E
tt 
詳果
細」

にと
っぃ

EA 
I立が
江得

川
式
部
「
唐
朝
祭
胞
に
お
け
る
玄
酒
と
明
水

l
『
大
唐
開
元
礼
』
の
記
載
と
そ
の
背
景

l
」
(
『
駿
台
史
学
』
一
一
三
号
、
二
O
O
一
年
)
参
照
。

(
日
)
ポ
ロ
グ
エ
コ
ヴ
ア
前
掲
論
文
参
照
。

-13-

(H)
須
弥
山
説
に
対
す
る
批
判
は
す
で
に
一
八
世
紀
中
頃
に
は
確
認
で
き
る
。
た
と
え
ば
富

永
仲
基
の
『
出
定
後
語
』
に
須
弥
山
方
便
説
が
見
え
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
西

村
玲
「
須
弥
山
と
地
球
説
」
『
近
世
仏
教
諭
』
法
蔵
館
、
二

O
一
八
年
ー
よ
り
民
聞
社

会
に
流
布
し
た
も
の
で
い
え
ば
、
『
永
暦
雑
書
天
文
大
成
』
な
ど
の
大
雑
書
に
も
須
弥
山

方
便
説
が
見
え
る
(
ポ
ロ
ヴ
ニ
コ
ず
ア
前
掲
論
文
)
。
ま
た
、
寺
島
良
安
ご
六
五
四

〈
承
応
三
〉

1
0
)
の
筆
に
よ
る
『
和
漢
三
才
図
会
』
(
一
七
一
五
〈
正
徳
玉
〉
年
)
で

は
、
巻
王
六
「
山
類
」
の
な
か
で
須
弥
山
説
を
寓
話
的
な
も
の
だ
と
み
な
し
て
い
る
。

(
日
)
詳
細
に
つ
い
て
は
、
谷
川
穣
「
〈
奇
人
〉
佐
田
介
石
の
近
代
」
『
人
文
学
報
』
八
七
号
、

二
O
O二
年
)
、
同
「
周
旋
・
建
自
転
宗
1
4
K
田
介
石
の
政
治
行
動
と
「
近
代
仏
教
」

l
」
(
明
治
維
新
史
学
会
編
『
明
治
維
新
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
二
O
O五
年
)
、
同

「
仏
教
天
文
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
|
佐
田
介
石
と
幻
の
京
都
「
発
暦
学
校
」
が
意
味
す

る
も
の

l
」
(
岩
田
真
美
・
桐
原
健
真
編
『
カ
ミ
と
ホ
ト
ケ
の
幕
末
維
新
|
交
錯
す
る
宗

教
世
界
|
』
法
臓
館
、
二
O
一
八
年
)
な
ど
参
照
。
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凶
)
岡
田
前
掲
書
、
二
一
六

1
二
二
二
頁
。

(
立
た
と
え
ば
『
朝
野
新
聞
』
に
は
演
説
会
や
講
演
の
場
で
、
師
範
学
校
の
学
生
、
「
窮
理
問

答
一
読
位
の
先
生
」
か
ら
糾
問
さ
れ
、
介
石
が
返
答
に
窮
し
た
記
事
(
明
治
一
一
年
六

月
二
二
日
・
明
治
一
二
年
三
月
二
八
日
)
や
、
介
石
を
批
判
す
る
投
書
(
明
治
二
年

九
月
二
一
日
)
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
と
の
点
に
関
し
て
は
、
古
畑
傭
亮
氏
の
教
示
を

受
け
た
。

(
凶
)
も
っ
と
も
視
実
等
象
論
は
、
地
上
か
ら
の
天
体
観
測
で
は
見
か
け
よ
の
『
視
象
天
」
を

見
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
「
実
象
天
」
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
地
上
か
ら
の
観
測
を
根
拠
と
す
る
八
郎
の
批
判
は
妥
当
と
は
い

え
な
い
。

(
円
)
麿
書
の
系
統
に
関
し
て
は
林
淳
『
天
文
方
と
陰
陽
道
』
〔
山
川
出
版
社
、
二

O
O六
年
)

を
参
照
。

(
却
)
紙
帽
の
関
係
上
、
す
べ
て
の
天
文
説
を
掲
載
で
き
な
か
っ
た
が
、
ほ
か
に
も
『
天
地
ハ

万
世
不
易
ノ
モ
ノ
ニ
テ
生
滅
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
」
と
す
る
説
や
、
『
天
文
図
解
』
も
引
用
さ

れ
て
お
り
、
陰
陽
説
の
観
点
か
ら
前
者
は
「
虚
説
」
、
後
者
は
「
真
言
」
と
判
断
さ
れ
て

、、
る. 

引
)
福
揮
諭
吉
『
文
明
論
之
概
略
』
(
『
福
津
諭
吉
全
集
』
第
四
巻
、
岩
波
書
脂
、

一
九
五
九

年
)
三
二
頁
固

(n)
『
文
部
省
第
十
年
報
』
(
文
部
省
ぺ

一
八
八
四
年
)
の
統
計
を
元
に
す
る
と
、

J¥ 
J¥ 

(
明
治
一
五
)
年
に
お
け
る
福
島
県
の
学
齢
人
員
就
学
率
は
約
五

0
・
六
%
で
あ
る
。
つ

ま
り
約
半
数
が
学
校
教
育
の
な
か
で
地
動
説
を
学
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。

(
包
詳
細
に
つ
い
て
は
、
末
永
『
烏
伝
説
埠
の
基
礎
的
研
究
』
参
照
。

(
M
C
末
永
は
時
期
に
よ
っ
て
烏
伝
神
道
の
教
説
は
転
回
し
た
と
述
べ
、
主
な
点
と
し
て
、
①

そ
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
l
が
天
と
人
体
の
一
致
を
説
く
も
の
か
ら
、
天
と
心
の
一
致
を
説
く

点
に
重
心
が
推
移
し
た
こ
と
、
②
そ
の
死
生
観
が
死
後
は
無
と
す
る
も
の
か
ら
、
神
と

な
っ
て
現
世
に
関
与
で
き
る
と
い
う
説
に
変
容
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
(
末
永
前

掲
書
、
七
五

1
九
六
・
一
一
五

1
一
三
五
・
二
一
八
1
一
一
一
九
頁
参
照
)
。
な
お
本
稿
で

は
八
郎
へ
の
影
響
に
重
点
在
置
い
て
い
る
た
め
、
八
郎
と
規
清
の
交
摘
が
あ
っ
た
時
期
、

ま
さ
に
規
滑
の
最
晩
年
の
思
想
的
特
徴
に
着
目
し
て
お
り
、
転
回
前
の
思
想
に
つ
い
て

は
考
察
の
対
象
と
し
な
い
。

(
お
)
「
男
女
舎
ル
差
別
之
事
」
『
陰
陽
外
伝
磐
戸
開
』
初
編
下
之
巻

烏
伝
神
道
四
』
〈
神
道
大
系
編
纂
会
、
ニ

O
O三
年
〉

に
改
め
た
。
以
下
同
様
。

理
之
部
(
『
舗
想
坦
大
系

一
五
頁
)
。
旧
字
体
を
新
字
体

(
話
)
「
和
歌
及
秀
句
ヲ
以
テ
雨
ヲ
降
シ
或
非
情
ノ
草
木
感
ヲ
為
事
」
『
陰
陽
外
伝
磐
戸
開
』
三

編
下
之
巻
無
心
之
感
之
部
、
東
北
大
学
図
書
館
狩
野
文
庫
、

(
幻
)
「
星
之
郷
」
『
陰
陽
外
伝
磐
戸
開
』
初
編
下
之
巻

一
五
四

O
lニ。

事
之
部
(
『
繍
神
道
大
系

烏
伝
神
道

四
』
六
0
1六
一
頁
)
。

~ ~ ~ 
同 骸疋中
右 ζ 狸山

ι 自;i
重層

!? 
直

庄』士

Z E 
託 !11
文~'
書 U

四金
六原
九回
、1 八

豊
島

喜

一七
0
1
一
七
一
頁
。
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(
引
)
規
消
は
遠
流
以
前
に
大
坂
で
、
西
洋
天
文
学
者
の
間
五
郎
兵
衛
(
一
七
八
六
〈
天
明

六〉

1
一
八
三
人
〈
天
保
九
〉
)
と
交
流
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
が
望
遠
鏡
に
つ
い
て

無
知
だ
っ
た
と
寸
る
八
郎
の
記
述
の
真
偽
は
定
か
で
は
な
い
。
詳
細
は
末
永
前
掲
書
、

八
七
頁
参
照
。

(
認
)
庄
司
吉
之
助
は
、
規
清
が
望
遠
鏡
の
説
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
八
郎
が
批
判
的
に
銀

え
て
い
た
と
分
析
し
て
い
る
(
『
菅
野
八
郎
」
『
民
衆
運
動
の
思
想
』
一
一
一
頁
頭
注
お

よ
び
、
「
館
山
説
菅
野
八
郎
」
四
五
六
頁
ι

註
日
参
照
)
が
、
こ
れ
は
規
清
の
説
と
望
遠

鏡
の
説
が
一
致
し
て
い
る
点
を
考
慮
し
て
お
ら
ず
、
妥
当
で
は
な
い
。

(
刊
拍
)
安
丸
良
夫
「
解
説
民
衆
運
動
の
恩
惣
」
『
民
衆
運
動
の
思
想
品
目
三

O
頁
l

(M)
末
永
前
掲
一
書
-
一
一
O
九
頁
-

〔
お
)
宮
城
公
子
「
日
本
の
近
代
化
と
儒
教
的
主
体
」
『
幕
末
期
の
思
想
と
習
俗
』
ベ
り
か
ん
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社
、
二
O
O四
年
)
一
九
六
頁
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
日
本
思
想
文
化
史
院
生
報
告
会
2
0
1
8
で
の
報
告
(
ニ

O
一

八
年
九
月
二
三
日
・
於
東
北
大
学
)
を
元
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
日
ご
意
見

い
た
だ
い
た
皆
様
に
御
礼
申
し
l

よ
け
る
。
ま
た
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
伊
達
市
保
原

歴
史
資
料
館
の
皆
様
に
史
料
の
閲
覧
を
は
じ
め
多
大
な
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
記
し
て

感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
J
S
F
S
科
研
費
民
2
8
C
M
に
よ
る
研

究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
)
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